編集後記 by unknown
C千葉医会誌 491 384，1973J 
〔編集後記〕
口緒方富雄先生によって昭和 17年に創刊された，特
異な性格を持つ原著速報雑誌， “医学と生物学"は満 30
年間存在しつづけてきました。本年の 6月号に，編集主
任である緒方先生の筆になる“投稿者に御了解ねがいた
いこと"という一文が掲載されており，私は多大の関心
を以って読みました。“医学と生物学"は千葉医学会誌
とは異なり，特定の著者に特定の原稿を依頼したことは
なく，投稿されてくる原稿のうち掲載の価値があると認
められたものが到着順に掲載されてきました。従って，
雑誌の毎号の内容とその価値は全く投稿者によって規定
されたものと指摘されています。
千葉医学会雑誌は，総説，展望などの依頼原稿と原著
を主とする投稿原稿によって毎号編集されています。依
頼原稿の選定は編集委員会で決定されていますから，編
集幹事に一半の責任がありますが，総説なども本来会員
の自主的な投稿に待つべきものですから，原著と共に本
誌の毎号の内容とその価値は会員の投稿者によって規定
されるといって良いでしょう。
“医学と生物学"も現在では厳選が可能なほど多くの
投稿はないそうです。わが国における原著雑誌の在り方
には種々の重大な問題がふくまれていますが，他日また
論じて見たいと思います。私はかねがね学会には演題が
あふれでいるのに原著雑誌の不振な現状を残念に思って
おります。
日本号には 2編の症例報告を掲載することができまし
た。前にも書きましたが，臨床の各科には数多くの貴重
な症例が論文として発表されることなく保存されている
ことと思いますので，今後どんどん発表の労を取って頂
きたいものです。なお本号は従来通り，脳と神経特集号
になっておりますが，毎年固定したテーマだけの特集号
を出すことについて編集委員会内にも論議があり，特集
号の在り方については今後検討して行きたいと考えま
す。
口 次年度の刊行計画を決定するために，総説，展望な
どの依頼原稿について，投稿希望，ないし執筆者の推薦
を求めて過去数年間全会員に通知を発送してきましたが
本年度は中止しました。理由は，多大の手間にもかかわ
らずほとんど執筆希望者の申出がないためです。従
って，総説などの執筆依頼は従来通り編集委員会で 
discussして決めることになります。雑誌を名実ともに
会員のものとするためには，もう少し自主的な投稿が望
ましいと思います。
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